
令和5年度事業報告書概要（葛西海浜公園）
指定管理者：葛西海浜公園パートナーズ  

１ 管理状況
○ 適切な管理の履行

・建物管理
 衛生器具などの清掃については、基準以上の回数を実施しトイレの美化に努めました。また、照明のLED化や
床面の加工・塗装などを施工し、より安全で快適にご利用いただける環境を提供しました。

・園地管理
 海水浴体験期間には、漂着ごみや流木などを毎日回収し、砂浜清掃を強化しました。また、海風などで陸側に
運ばれて偏った砂浜をトラクターのアタッチメントを使用することで均し、利用者の安全を確保しました。

＜砂浜清掃・整浜の様子＞
・希少植物、希少鳥類の保全
 GPSなどを用いて植生マップを作成し、植物の生育状況の把握することで、希少植物の保全、外来生物の駆除
といった園内希少植物の維持管理に活用しました。また、野鳥の営巣地として保護区を整備し、シロチドリ（東
京都絶滅危惧種ⅠA類）、コアジサシ（東京都絶滅危惧種Ⅱ類）、ヒバリ（東京都絶滅危惧種Ⅱ類）などの希少
鳥類の保全に努めた結果、シロチドリの卵の孵化及び幼鳥が確認できました。

＜希少植物・希少野鳥の保全＞
・ルール・マナーの普及啓発
 「釣りキャンペーン」として、当公園の釣りのルールやマナーに加え、自然の中に捨てられた釣り具が起こす
悪影響についても普及啓発を行いました。また「葛西海浜公園釣りの楽しみ方」冊子を利用者へ配付し、手元
でも注意事項などを確認できるようにしたことで、釣り人への注意件数が減少しました。
 また、「ひがたあそびマナーアップキャンペーン」として、潮干狩りのルールや干潟の安全な楽しみ方、自然
情報の発信を行いました。キャンペーンではパンフレット4,520部を配布し、連動イベントも実施したことで、
多くの来園者にルールの周知と公園の魅力を伝えることができました。

○ 安全性の確保
・災害注意、避難経路の掲示
 地震、津波、落雷時の避難経路を日本語・英語・ピクトグラムを使用し園内に掲示しました。また、災害発生
時に聴覚障害のある方や外国人などにも対応できるよう、英語やピクトグラムで避難を呼びかける手持ち看板を
用意し、スタッフが誰でも来園者に避難を促せるような仕組みを作りました。



２ 事業効果
○ 事業の取組
・ラムサール条約湿地登録５周年イベントの実施
 都港湾局と共催で記念イベントを実施しました。記念ロゴやポスターを作成し、ホームページやSNSだけでな
く、周辺施設や新聞への情報掲載など広く情報発信を行い、当日は谷津干潟など他のラムサール条約登録湿地
とも連携した様々なブースを出展、またクイズラリーなども実施しました。来園者数はイベントの2日間で
11,112名と大変盛況となり、多くの方に公園の魅力をPRすることができました。

＜ラムサール条約湿地登録５周年イベント＞
・体験イベントの実施
 パークレンジャーの仕事を体験できる子ども向けイベント「かさいキッズレンジャー」を実施しました。参加
者にパークレンジャーの行う仕事や調査の意義を説明した上で、コアジサシ営巣地の整備や貝の調査など本格
的な作業を行ってもらい、市民参加ながら質の高い調査の実施と、パークレンジャーの存在を知ってもらうこ
とができました。
 また、公園の豊かな自然と漂着ごみの問題について学ぶ大人向けイベントも初めて実施しました。隣接する葛
西臨海水族園と連携して講師を招き、より専門的な観点から環境問題についてお話しいただきました。

＜かさいキッズレンジャー＞

・砂浜用車いすの貸出
 身体の障がいがある方などへビーチ用車いすの貸出しを実施しました。
使用時もスタッフが同行して利用者の安全を確保しました。
令和５年度は、病気により歩行が出来なくなった方の終末ケアとして、
海を見る目的での利用がありました。

○ 利用の状況

 公園全体の利用者数は前年度より減少しました。新型コロナウイルスが収束し遠出をする人が増加したなどの
要因が考えられます。

○ 行政目的の達成

・東京都施工工事への協力
 橋の塗装工事やWi−Fi設置工事などの都施工工事において、来園者への周知や安全確保など都や工事事業者
との調整を行い工事に協力しました。



金 額（税 込）

158,707

 指 定 管 理 料 158,707

 利 用 料 金 0

157,702
1,005

 
※ 単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

３ 収支状況（単位：千円）

項 目

 収 入 計

 内 訳

 支 出 計
 収 支 差


